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戸
市相

…
 

戸
市

…
 

山
ザザ伽

屯耐官
な
役
畑川を川本
す
だ
け
に
、
是
非
と

舶

む
市
民
の
御
協
力
に
よ
っ
て
似
鰍
的
に
M

巡
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
伊~マ

可

前

む
と
よ
り
限
ら
れ
た
帥
削
減
と
厳
し
い

帽

終
決
併
怖
の
な
か
に
あ
っ
て
の
歓
多
い

同

袋
常
事
業
の
縫
氾
は
、
市
民
の
協
ね
な

相

し
に
は
到
底
h

惜
し
州内
る
む
の
で
は
あ
り

同

ま
ゼ
ん
。
幸
い
昨
年
は
北
れ
し
い
財
政
の
相

小
で
は
あ
り
忘
し
た
が
、
叫
川
側
通
り
剛

M

m
酬
に
事
業
を
治
め
る
ニ
と
が
で
き
ま
し

相

た
。
そ
れ
だ
け
に
今
年
に
よ
せ
る
則
持

一

b
大
き
い
こ
と
で
し
ょ
弓
し
、
市
j
U
叫閉

山申

政
の
巡
合
一幼
単
と
迎
正
に
一
MHの
蹴w
h
M
M

を
す
る
と
共
に
‘
創
怠
と
工
犬
を
ζ
ら

舶

し
.
よ
り
山
か
公
明
る
い
ま
ら
づ
く
り

m

v巡
い
た
し
た
い
と
弥
じ
て
お

り
ま
…

市
民
の
池
田
ぎ
ん
、
弘
は
今
年
hu
率
た

都

品円
さ
ん
の
炎
知
と
支
般
の
結
集
会
も
と

刊

に
‘
文
山
子
通
り
拙
刊
制
の
年
と
い
た
し
た

相

い
と
存
じ
ま
す
。

判

こ
ニ
に
初
作
を
迎
え
後
ら
ぬ
御
文
肌
叫

ん申

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
特
u
m
M

の
御
健
康
と
お
し
あ
わ
せ
を
心
か
ら
お

郁

祈
り
し
て
年
副
の
ご
様
拶
と
い
た
し
ま

同

す
の

~申
ヘ
…

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
民
の
皆
さ
ん
.
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

昭
和
・九
十
四
年
の
叫
制
作
を
迎
え
る
に

当
り
.
こ
の
年
が
市
民
に
と
っ
て
新
し

く
妬
け
た
健
機
と
繁
栄
の
畑町か
し
い
年

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

.mっ
て
比
み
ま

せ
ん
。

昨
年
は
漁
業
制
限
や
従
易
収
£
に
か

ら
む
問
高
不
・
悦
等
、
政
府
の
絞
気
川
復

策
に
も
か
、

わ
ら
ず
川
町
転
せ
ず
、
加
え

て
産
地
図
の
石
油
鰍
k
げ
問
題
と

一
一栖

椛
済
に
不
安
を
投
げ
か
け
て
年
を
総
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
タ
情
勢
の
な
か
で
市
の
五

十
四
年
度
に
お
け
る
が
業
と
し
て
強
く

製
油附
さ
れ
て
い
る
学
伎
の

m改
築
や
、

社
会
教
育
地
訟
の
格
制
充
実
.
総
合
公

闘
.
新
し
い
水
位
耽
餓
の
山
暗
殺
、
池
山
町
の

新
訟
、
改
良
、
舗
装
、
街
路
区
画
戦
双

山
下
惜
端
、
農
村
モ
デ
ル
事
業
.
公
営
住
宅

の
建
設
、
漁
業
、

中
小
企
業
の
制
限
興
信

ど
.
市
民
の
日
間
枇
向
上
に
と
っ
て
必
袋

な
生
活
関
連
絡
策
が
山
Mmみ
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
公
共
下
水
道
事
業
む
市
の
近
代

化
に
は
欠
か
せ
な
い
む
の
で
あ
り
ま
す

し
‘
北
陸
自
動
単
巡
、
ス
ー
パ
ー
農
道

の
促
進
も
地
減
産
業
の
桜
閣
内
に
と
っ
て

.w'、

清草
長

J可

七

民

市
政
の
動
き

十
二
月
定
例
市
議
会

~品川

七
十
六
億
四
千
六
百
四
十
三
万
五
千
円
に

卜
二
月
定
例
市
議
会
は
、
ト

一
日
か
ら
聞
か
れ
、
舵
終
日
の
ニ
ト
二
日

に
次
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決
噌核
問
附
し
て
終
f
し
ま
し
た

U

-vm決
ゑ
臆
さ
れ
た
主
な
織
業

口
紅
十
一二
年
度
一
般
会
計
制
正
予
税

一
般
会
討
補
正
予
算
は
.
歳
入
成
山

の
総
品
川
に
で一
千
百
四
十
五
万
一二
千
円
を

迫
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を
七
ト
六

億
問
千
六
百
四
十
三
万
五
千
円
と
す
る

む
の
で
そ
の
主
な
内
谷
は
.

総
務
伐
で
は
.
問
定
資
産
の
.評
価
伴

え
に
よ
る
委
託
料
ニ
百
五
十
万
円
と
駅

前
日
転
ボ
辺
地
新
設
工
事
貨
一二
百
八
ト

万
川
を
計
ト
し
ま
し
た
。

民
生
貨
で
は
、
監
度
心
身
隙
害
者
阪

出
稼
給
付
慨
は
所
得
制
限
の
級
相
に
よ
る

扶
助
時
帽
一行
以
十
二
万
円
と
私
立
保
育

刷
柿
沼
会
託
料
三
訂
附
十
五
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

胤
附
生
慢
で
は
.
予
防
後
続
法
が

一
郎

改
正
に
は
り
ニ
必
児
を
対
象
に
燃
し
ん

予
防
機
同
開
会
無
料
で
実
地
ず
る
こ
と
に

対
し
て
の
委
比
料
百
五
十
万
五
千
川
と

じ
ん
か
い
収
集
阜
の
車
庫
新
設
L
市中旬

凶
百
五
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

労
働
慢
で
は
、
失
業
対
策
事
業
の
就

労
お
白
金
の
単
側
改
訂
と
事
業
見
合
に

よ
る
一

巡
の
制
正
を
し
ま
し
た
。

農
林
水
串
開
業
費
で
は
.
秋
冬
白
菜
の

H

帯保
に
よ
り
.
野
菜
出
向
安
定
魚
川
相
金

等
ニ
M
84万
六
千
円
と
新
規
事
業
と
し

て
紛
農
業
団
刑
法
改
祭
事
業
費
三
百
万
円

及
び
水

m利
m
M制
対

-m特
別
交
付
金

二
千
二
百

一
万
六
千
川
を
持
川
上
し
、
ま

た
漁
港
挫
設
費
で
は
‘
は

Nm漁
池
修
築

事
業
叫
H

一
千
百
ニ
ト
K
M
川
は
問
の
必
，
me

mに
よ
る
む
の
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
質
で
は
、

山
時
制
中
道
路
岐
山
氏
叫
悦
び

舗
装
事
借
地
負
組
合
.六
行
九
十
二
万
円
、

道
路
織
り
ょ
う
品
目
一F
八百
万
円
.
川
川
総

務
時
三
百
二
卜
『一
万

一
F
川
を
迫
加
計

上
し
、
術
協
恨
業
及
び
総
合
公
刷
附
築
巡

岨
H

は
、
同
の
認
，m減
に
よ
る
側
一止
を
し

ま
し
た
。

ま
た
都
市
下
水
路
事
業
制
八
.h
U刊

は
国
の
追
加
訟
，

m分
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
慢
で
は
‘
守
山
小
学
校
給
食
リ

フ
ト
松
澄
工
事
慌
の
迫
加
な
ど
そ
の
他

必
製
止
む
を
仰
は
い
も
の
を
討
し
し
し
志

し
た
。

災
害
制
限
旧
貸
で
は
、
上
水
災
帯
問
問
川

健
三
百
八
ト
三
万
三
千
円
を
叫
川
上
し
ま

し
た
。

諸
支
出
金
で
は
、
今
後
予
州
心
さ
れ
ま

す
時
討
の
応
急
出

mm伐
と
し
て
.
と
り

あ
え
ず
一
千
五
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

--。
+ム

こ
れ
ら
の
財
似
は
‘
市
鋭
、
地
k
リ交

付
税
.
分
組
金
、
使
問
料
、
同
.
川
m
tA

出
会
、
問
吸
収
入
‘
得
付
金
、
諸
収
入

及
び
市
偵
を
充
当
す
る
こ
と
に
伝
っ
て

い
ま
す
。

口
，h
ト
a

ニ
作
成

m
u水
道
小
業
持
刷
会

L
J
Am
-LE--い
g
t
a
F

"、，，
aa

命
也
，

口
五
十
・一一一
年
度
川
氏
他
山
明
保
険
併
殺
特

別
会
計
州
・4
rり

ロド
れ
ト
司・一
年
度
州
刷
業
共
同
事
業
特
別
会

川
M
m
l
w
.
I
W

口
五
十
J
.

年
皮
水
道
が
た
会
叫
川
補
正
予

‘z'V 
Ar--

日
制

μ同
体
の
な
叫
仰
に
附
す
る
条
例
の

-
M

州
会
改
正
す
る
条
例

U
ト
人
下
、
下
の
ば
般
の
安
山
に
え
び
山
崎
d
.

に
つ
い
て

一
H
f
の
区
域
の
純
比
に
つ
U

て

L
・h

・h

地
の
取
仰
に
つ
い
て

ロ
魚
川
市
川
端
会
場
晴
H
H
選
犠
・
に
お
け
る
ボ

ス
タ

l
ω
.小
織
の
ぷ
辺
に
聞
す
ゐ
条

i
u
F
 

口
魚
川
市
滋
地
F

公
織
の
発
行
に
問
ず
る

条
例

(2) 

V
U
申
止
さ
れ
た
決
算

マ
h
.1
二
年
度

↑
般
会
什
殺
人
必
山
決

外
外
谷
会山
川
の
」
ハ
決
ね

-v
同
窓
案
件

口
魚
市
山
・
六
千
大
山
岬
与
野
村
三
五
じ
判

岳
地

品
川
野
山
川
悦
氏
を
、
人
柿
凶
慨
川
崎

北
M
H
H
に
推
せ
ん
。

口
魚
川
市
新
灼
川

一，
j
尚
二
得
ト
サ

行
川
州
滋

U

札
口
氏
を
.
魚
津
市
制
定
資
串
町

村
川
市
北
川
委
以
に
選
任
“

漕棋
会
の
常
任
会

μ会
後
ぴ
特
別
委
貝

会
の
情
成
に
次
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
総
務
会
以
会

新
総
初
登
H
H
H民

i"T 
曲a
ifi 

¥氏



第三州fll泌物泌1If-..・H ・.....・ H ・.....昭和54年 1H 1日発行広報うおづ-・あなたと i1T政をむヲぶ

. 、
市
民
の
品
目
さ
ん
、
新
年
あ
け
よ
し
て

お
め
で
と
う
ご

g
い
よ
す

明
利
五
十
四
年
の幅
制
作
会
迎
え
持
さ

ん
の
出
剛
健
臨
帽
を
心
か
ら
お
作
ぴ
山
中
し
L
L

げ
ま
す
.

昨
年
は
政
府
の
歓
凶
に
れ
た
る
般
公

対
策
に
む
か
か
わ
ら
ず
.

H
H
直川
の
例制限

は
低
迷
を
続
け
.
そ
の
彬
符
は
ま
こ
と

に
厳
し
く
、
非
常
に
深
剣
な
経
済
事
情

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
な
か
で
‘

地
行
財
政
に
お
い
て
も
こ
の
彩
将
は
大

き
く
、
緩
め
て
愛
慮
す
べ
き
が
態
と
は

っ
て
お
り
ま
す
.

一
万
.
市
民
の
地口
さ
ん
の
市
政
に
対

す
る
袋
望
は
.
ま
す
よ
す
高
ま
っ
て
お

り
去
す
.

地
万
円
治
体
は
こ
の
不
況
の
わ悼
か
で
.

地
万
財
政
の
危
機
を
取
り
組
え
る
べ
く
、

執
行
償
問
と
刷
協
調
し
て
財
政
の
汗
寸

隙
リ
、
紋
大
限
の
行
政
効
川
市
を
あ
げ
る

た
め
、

-
段
と
努
力
い
た
す
所
有
け
で
あ

り
ま
す
.

市
の
主
伝
る
が
世
相
と
し
て
、
総
合
公
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新
年
に
よ
せ
て

魚
津
市
議
会
議
長

吉

田

甚

議

，司、 a・・‘
.ト 、.司.

-、r*; ，:~j r .. j'd ~r頃
司 自 .~. 

ースとと:!.空J

，_ 11'~ 
'(1 除、

J 通

筒野同尉4、噂・~ ""t，川内， m・1161"

特
別
経
営
安
定
資
金
制
度

'

ー

ー

台

付

け

に

は

認

定

書

等

が

必

要

|

|

川

県

で
は、

小
小
企
業
計
専
の
令
触
の

マ

利
中

t年
ム
・
八
%
(保
証
料
別
}

川
川
滑
化
を
ば
か
り
‘
純
品
目
の
安
定
と
休

υト
〈
則
的
存
池
山
対
策
資
金

川
伐
の
改
駒内
に岳
民
ず
る
け
的
で
.「沼
山
県

V
付
総

tHハル
助
副
Mm託
行
川
以
上
の

川
小
小
A
r.集
吟
特
別
院
品
目
安
定
資
念
品
閉
山
岡

大
射
的
の
近山
ω
に
主
リ
彬
測
を
受
け
.

川
制
股
』
会
ト
・

一日
リ
ト
九
日
か
ら
股
け
去
よ
た
は
、
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
川

川
し
た
.

辺

の

小
小
指
開
業
行
方

川

・

』の
倣
資
制
収
は
.
次
の
よ
う
に
ぺ

マ
川
注
目
設
備
.
巡
転
資
金

川
勺
て
い
去
す
が
‘
借
入
れ
を
治
ωuさ
れ

V
貸
付
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水道事業会計の決算
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fi 4量 d:J 1. 121 欠 鍋 会

そ の f邑沌~<<崎 5.(可同日 4、処 f甲 )';III~ t 1]1>.加1
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I JI'IoY r 1'1 I 52年度貸借対照表、
山
公
比
℃
-
A
M
m
山叩込品川

一
t

山
氏
以
の
騰
本

・1

・Fli
r--
L
E』
併

F

リ
!
l
リ
'

ur
f
J
H
h
 

川
和
ドア崎川叶仏
h

に
め
っ
ζ
け
市
町

村
民
の
札
川
崎
川
え
は
前
年
度
除

以
徴
収
品
川

同
そ
の
他
の山内
仰
い
れ
は
.
年
川
品川

川
川
を
佐
川
崎
で
き
る
市
町
付
l
k
-
T干

の
所
件
説
明
又
は
所
抑
制
悦
仮
定

中
止
川
内
の
万
し

州
、
川
川
の
削刊紙
に
つ
い
て
.
令
市
内

しし
の

Mm刷
聞
係
と
川
憾
の
ゆ
仙
に

あ
る
人
.
せ
の
他
締
約
μ
れ
に
つ
い

て
は
そ
れ
合
川
川
す
る

n
m
(Mm

川
1

，B
a
a
-

，.、f・

f
h川
W
J
-

(6) 

巾
込
れ川
は
係
に
あ
リ
ま
す
か
ら
.
必

削K
H
川
附刷
会
係
え
て
山
叩
込
ん
で
く
だ
さ
い
白

山・込
白川
は
本
人
日
λ

は
攻
以
の
打
が
持
参

し
て
く
だ
さ
い
.
山叩
込
町川
や
鋭
山
内
側

に
い
つ
ね
り
のいル
械
が
あ
る
と
無
制
と

々
り
申
砕
す
の
で
伐
怠
し
て
く
と
さ
い

々
お
.
巾
込
併
は
お
返
し
し
よ
ゼ
ん
，

マ
人
肘
朽
の
抽
選

巾九
戸ぷ
引
が
多
数
の
場
合
は
州
選
に
主

り
決
定
し
ま
す
。

抽
選
日
時

・二
月
ト

H

九
日
午
地
内

.
時

仙
迎
場
品
川
市
役
所
・2
階
大
会
沼
市T

波
川
制
に

つ
い
て
は
.
ぜ
投
融
凶
他
犠
打
け

ん
じ
係
(
内
線
2
7
7
)
ま
で
ね
ん
A
U
刊
に

れ
iq
ね
く
だ

g
ぃ.
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市
民
会
館
の
利
用
状
況

マ
五
十
三
年

一
月

1
十
二
月

ム

文
化
町
民
能

れ
八

一一
五
.
じ
一

仁

組

合

協

会

問

仁

ぶ

.

一二
五

一

小

校

九

二
、」ハぃハ
じ

社
じ
れ
仁
人

仁

一一
.
六
八
三
人

市
民
会
館
の
昨
年
一
か
年
の
利
用
状

況
は
次
の
よ
う
に
伝
っ
て
い
ま
す
。

内
容
山抑
制
刊
山
川
何
段

利
用
人
け
H

M

世
覧
師
慌
-
-小

一
六
三
一

四
.

一
六
九

そ

の

他

一

六

四

L

ハ
.
九
八
人

治
初
円
叫
川
修

一
間

一

問、

六
二
阿

五

ト
二
年
と
比
較
し
て
、

む
ず
か
で

大
会
会
議

一
三

-

九

.

九

六

ベ

す

が

利
問
者
が
ふ
え
ま
し
た
。

祝

町

内

八

じ

凶

.

五

六

八

こ

れ

は

、

大

ホ

i
ル
の
床
刷
を
補
修

隣
同
日
剛
氏
路

-

L

ハ
一
一

.
J
・一
J

し
、
そ
の
L
l

に
じ
ゅ
・
っ
た
ん
を
勉
お
し

一
樹
祭
編
劇

-
一ニ

ヒ
、
九

、
C

た
の
で
.
池
山
叩
の
υ化
庁
が
幻
ざ
わ
り
に

t
u

来

ご
ニ

ム
.
人
五
仁

h

ゅ
う
h

甘
く
タ
リ
、
ょ
た
何
物
注
胤

mmウ

議

滅

亡一

五
.
一-一
九
C

ェ
ー
タ
l
A
E
設閉山
L
.
二
階

・
三
階
へ

映

画

一戸

二
.
問
一一一
O

喰
い
物
を
述
ぶ
の
が
U
U均
に
な
っ
た
こ

計

じ
五

O
m
七
二
.

L

八八
三
人

と

.

又

、

結
M
W
パ
地
と
初・
五
に
は
.
新

凶
体
別

利
例
制
叫幅

削刊

mAHH

m冷
房
機
を
似
え
付
け
、

利
川
朽
の
似

一
般
そ
の
他

三
九

一

一
六
、
八

一
三

流
径
は
か

っ
た
た
め
と
出品
は
れ
ま
す
。

行

公

庁

一一
九
C

↑
九
、
問
七

-K

今
年
む
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
川
を
お

会

札

九

七

二
.
人
七
問
符
ろ
し
℃
お
り
ま
す
e

・7
・T
・7
・Y
・T
-γ
・γ
・7
・Y
・T
-T
-T
・γ
・7
・T
・7
・γ
・γ
-Y
・T
・7
・T
-T
・T
・7
・γ
・7
・7

全
国
漆
器
展
で

高
松
宮
賞
受
賞

罰則十
三
回
全
日
開
漆
総
M
慨は‘

十

一
月
ト
四
日
か
ら
十
九
日

ま
で
東
京
、
日
本
続
三
総本・

砲
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
九州…

涼
漆
総
も
多
数
出
品
し
、
慎
間

努
タ
成
織
を
収
め
ま
し
た
.

こ
の
た
め
、
お
山
県
は
凶
体

で
商
品仏
滋
賀
を
受
賞
、
紋
台間

の
栄
世
習
会
安
け
ま
し
た
。

&受賞 した』風俗富貧

.. t.tIi宙Tl4σ)11 タオル20-1-
， I j'オ - ~~ 2 tx 

タオル 64 -1;: 
"スタオル l伐

その {也衣Ui
~，ナナ 1 2kg 2 m 
みかん 15kg1術

大た午450 ジ ペ プfイモ 15kg

大先ケ さわしがli "!.7何

本町一 rll 大傑1 1鉢
タオル 5-1.: 

i:i. Il悦t何15嶋 1
よしひかり IOkg

J; ~ j-:18袋
，←トナ 5kK 

tH氏、予釘J 5. ()()t)!IJ 

1:i・fJit石町J!l-1 10.000 
江口 10.り00

i:{・I守'f:小柄目'，IP!51-1-J 
30.000 

10.000 

20.000 

5.000 

32.500 

10.00υ 

23.000 

2.000 

2.000 

2.0以)

111.088 

20.0no 

1. 914 

50.000 

8.650 

新川ヴィーラへのご寄付
{敬.f!'r;略}

文ft釘1

lLltl筒f1('Jモt_iU
"'lJi JlIIlIl ;之IIIW]

，*，，'i 

~IJI !}} 

.1ヒ十I ひさ

山本み ど り

イII){ s史認t

小竹

1和}問

で てでのペ せ ILI わかは径十えで支 U 
、とい動よソん 1ffいれら 後 i!hニfニ日をえ・っこ

え・く ま物うトがはまての代て支もや 組 と・じと
と・にすのなネギ値目いこにはにの年みは。し
tコ r え・か l 五わ本£となめ ・で月合 t? の

!滋マ と・たム起れですとった 鼠IJす会わ ・ え・
ん 1 t.:. 'tヨ の め ま は 。いての 物 が 数 せ 中 と・
に シ け ‘ て l同 一
愛ャが 六で l二
JIlル純 卜十支
さベし の p ~ 
れ 1 ま I 1刷卜 は

I A.  ~._..__. _. ... ~ I JI:II二
E 今年はひつじ年 l 

おlI IV，~米後'Jv/éJ6i~申llú
1/ 米mm立大協機会

i立ドIt人クラブ i立ド

イfiJ~ ll¥:MI. 本町二二rtl
浜111ミエイー ト十，t木
総本 ドヰ- m. 1+1'1'刷l
I11 川 .u:見~'; UrIJj川一 J'1J

1'.曹f}j・r.治会

flr 111ヴィ ーラ後般会

t召m ft (- -1バ工3412の 10

4反11'-J!'W (. .iIIi.tl;IIIT16の3

悠tf .tTMt 大i依存ま1f501

無常 14!; -1>=il: 

IJI <" *1 L '"汀:90りの6
i肉JI'- fH. λ:梅存型f
j"II.付 1ft十大・

魚iI¥，Ii &望Ihl.婦人商品

谷川i 従~

~H' :j，-

11.1:1= f.i-後
日IJIJ也/iJj(附

去
年
の
秋
か
ら
終
に
か
け
て
は、

ひ
つ
じ
が
、
.
出

mwモ
デ
ル
々
と

し
て
ブ
ひ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
ひ
っ

ぱ
り
だ
こ
。
牧
仙切
に
も
カ
メ
ラ
マ

し、

、ニ ..../ 
とうメ・カf

こかエ・ぞ
ろにトろ
で勾lワぞ

らクろ
せよ正だ . 

つい‘ ひ
かが とっ
く: O.l)じ
σ) : ~ I t:. 
ひ 。たら
つ かが

じ
年
'u
.
tヤも
楽町
介
に
と
っ
て
は、

む
ひ
と
つ
さ
え
な
い
。
日
比
か
け
三

年
越
し
の
一小
川
力
ル
チ
ル
が
つ
づ

き、

し人
制
令
凶開
業
制
舶
の
ま
ま
ひ

」

つ
じ
年
ぞ
迎
え
ま
し

一

た

一

ょ

の

ひ

つ

じ

年

.

一

実

は

U
本
の
下
も
仁

一

糸

百

年

の

記

念

す

ベ

一
さ
年
わ
悼
の
で
す
。
と

一

い

う

の

も

、

明

治

十

一

二

年、
隙
市
が
京
以
・

一

F
伎
に
も
織
物
の
製

一

造

所

を

設

け

稲
川
慨
を

一

作
っ
た
の
が
日
本
の

し

下

桶
n
急
湾
与
.

i
lヒ
ツ
ジ
年
の
正
川
、
ゾ
ウ

派
は
や
め
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
娩
き

で
悦
い
ま
す
か
.
そ
の
方
が
.
ヤ

ン
グ
に
伯
父
け
そ
う
だ
し
。

‘‘.，，
 1
 

1
 
(
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旭
町弘
島
町
J

「
保
健
」

-v乳児
倹
診

.， 
11 1 tl I fJ H 11 

ヲ・. 25 11 事 日
t包含1 (iHI {判日 I創 11

1&キ~1. 時時守 叫叫 守二・1時'信叫分仰J曲午組:， 惑持'Ihfp刷~}、W点I "量 ‘It 
<! 1 2 1 

8 か、(j工1ZaSElS -n・偽s • 今'I-JI 13 

ーfi' u 'Jtlt1H. ・ fJ. .t.1 
'.:U 

11 つ ~JI 勺，_r] 
喧ιrー- ・.

た'，1ニ叱iι 人S;児
.1 ‘此

" " " 
噌T、且t '38品・.・

マ
三
か
月
倹
必
時
に
こ
関
節
脱
会
?
づ

検
診
を
的
ぜ
て
行
い
ま
す
。

V
一
歳
六
。
月
品
検
診

マ
会
場
1
保
健
附

マ
お，

jaん
愛
川
の
お
む
ら
や
を、

ご

持
参
く
だ
さ

い
ω

v
=一
銭
兜
検
診

2 l，lll n tl 
7 In II 

{制II t判 H t刊 日

. 
" 

ZS午tlt 
受n執t寸n 叫 E

11.) 

l二l 』よ 16 に 1
二:'.tl 三H :=.H 
也 、 也 、 01.1 釦I
に 15 S二31 に 15
α日 " H 信 EI 由民
る事 るま ゐ主
人亡 A.'C 人で

f唖
3会品" " 蝿

'情

V
吉
田
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

厳
傷
且
三
種
混
合
予
防
祭

種
(
第
一
回
目
)
実
施

マ
該
当
事白

t
(第
一
則
)
れ
ト
附
年

一

月

一
日
現
在
.

ニ
後
児
1
三
段
山
花
で、

一
一凶
む
三
Mm川崎人
口
を
受
け
て

い
々
いい人
"

(1月-2月)

あ
る
い
は
、
今
ま
で
に

一
川
し
か
彼
純

を
し
て
い
な
い
人

a

-mニ
削
}
任
十
三
年

一
月
九

U
以
前

に
第

一
刷
会
.
一
.M
L
一一川
地
問
Mm終
f

行
で
.
筏
附
後

一
年
を
科
過
し
て
い
ろ

.一一
ぷ
児

マ
々
お
.
阿
川
凧
山
ん
1
ru
雌
児
で
、
A
g
王

で
に
一一
山
む
後
附
し
て

い
な
い
人
は
、

三
州
悦
ム
"
は
出
品
ホ
ま
せ
ん
が
.

ジ
つ

7

リ
ア
の
単
独
だ
け
受
け
て
く
だ
さ

い
“

全
く
受
け
な
か
っ
た
場
合
.
小
時
十
彼
自
八

年
生
で
受
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
が
山
氏
付

く
々
り
ま
す
。

マ
災
総
H

1 ~ I H 11 11 11 
I~ w 9 u 

件4日 ~草 日 t制 円 II(jIl 

総 II Itイト 村
守f

'hfeぬl' .. 
" ¥. 

. . 
'¥1'" 人 oi. 

恒tλ 11捻m l' 地~伸

‘ItF l 

冶 1.( 

会

" 
.. -噌 lnat h. ， 

指I
'島

マ
交
付
時
間

1
h什
日
比
午
後

一
時
1
-
一

ト
Y

$
hv

vm忌引・州川

川
党
然
し
て
い
る
人
・
又
は
符
し
い
栄

長
限
引
内
的
状
態
に
め
る
人

ω心
検
印
mu糸、

じ
ん
繊
佐
川
忠
げ
え
は
.

肝
臓
疾
巾
ゃ
な
ど
の
た
め
に
的
城
宏
納

め
ら
れ
て
い
る
人

ω般
的
し
主
う
と
可
る
伸叫
M

刊品川
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
ー
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人

川
過
去
に
お
い
て
.
こ
の
チ
防
後
刊
に

よ
り
‘
刷
反
応
務
-Z
し
た
こ
と
の
あ

る
人

間
出
棺
純
山
川

一
年
以
内
に
.
け

い
れ
人
の

椛
状
を
ー
し
た
ニ
と
の
あ
る
人

川
そ
の
他
.
彼
Mm
に
不
過
当
な
状
態
の

人

以
上
の
人
は
筏
Mm
で
き
ま
せ
ん

の
て
卜
分
ご
派
怠
く
だ
さ
い
。

V
M似
川
町
中

J
U

-
制
と
川町
の
体
泌
を
計
っ
て
く
だ
さ
い
も

・
附，

r
F州
町
印
箆
持
参
の
こ
と
"

マr附
社。
射
に
閲
す
る
こ
と
は
‘
市
生

川市
川
崎
剛
山

(内
線
2
3
1
-
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

-v
健
鷹
相
談
の
お
知
ら
せ

マ
一

円
八
日
川

凶
布
総
公
民
館

O
成
人
前
長
調
開
明
学
、刷口及
び
健
康
削
減

。
午
前
卜
時
1
午
後
一一
一時

マ
一

川

l
n
山

一

月
ニ
ト
問
日
附

。
ト
山
役
刈
保
健
主

一

時
1
一一
一時

。
似

M
M
に
よ
乙
側
別
削
減

円

v
-
け
一.
ト
・一
日
開

校
合
終
協
二
断

O
療
の
は
し
い
使
い
万

築

制

上

O
M問
機
体
燃
え
び
例
別
相
談

。
午
後

一
時
1
三
時

出
棺
初
灯
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
け
っ

て
い
る
総
収
相
ぬ
の
会
川
を
.

け
は
、
松
倉
療
協
ニ
階
で
U
H

い
主

す

V
母
親
学
級
(
8

コ
1
5

V
一
川
ト
九
日

(全
-

マ
時
間

u
h--約
九
時•. 

1
・け
1
午
後
一二

時
三
ト
分

(時
間
励
行
-

マ
場
刈
H
九
刷
…
山
似
帥
叫
叫

A
A
--

円

v
対
象
H
川町
似
し
て
い
ゐ
人
え
は
京
紋

マ
A
Z
け
の
内
存

-
川町
州

1
トω派
伐
の
鎚山
明
・ぷ
桜
引
川向

-q
〉

J
I
---

-
川
村

ぴ

拘
川
川
!

・
定
例

p
川町.w
峨
・
北川
じ
L
く
の
白
は
が

・
必
イ小川
H
分
ベ
ん
の
や
い剛刊

(山内
帥
-

-
実
例
リ
ト
T
ソ
ゃ
ん
の
ぬ
い
行

火

矧

お
ふ
ゐ
の
入
札
打
.川悦
主
唱巾・つ
-T
防
な
ど

マ
H
け
.b

民

.
M
r
j予付
軌
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
曜
休
に
入

つ
一L
い
ゐ
打
は
は
ぼ
非
参
加

し
て
く
だ
さ
い
，

V
婦
人
検
診A山

叫
唱

魚
川
は
副
司
ベ

マ
受
付
H
午
後

一
時
1
一
時

マ
料
金
1
・パ

eh
C
川

マ一

年
に‘

川
は
、

が
ん
険
u
J
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
が
ん
検
珍
の
巾
込
み
は
、

作
家
駐
へ
ま
わ
ゐ
中
込
み
川
紙
に日記
入

す
る
か
わ
れ
般
市
生
活

m収
減

へ
中
込
み

く
だ
さ
い
勾

倉
内
線
2
3
1

V
成
人
病
教
室

v-
ηト
日
山川
午
山川
九
時
平
1
ト
一
.M
・

7
必
ず刈
l
h
dR
M本
ER

守
、

畠

A

4
Mlv

，，.，r

・'
'
l
h
u
F
4ド

p

v
・
川
十
八
日
山附午
後

一
時
上
二
時

マ
州明記川

1
Mn地
公
民
館

(12) 

急
ブ
レ
ー
キ

急
ハ
ン
ド
ル
は
命
と
り

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に

落
と
し
穴

えも
の
泊
山
聞
は、

時
中.、
凍
結
合
は
し

の
‘
日
ん
に
と
円
か
げ
、晶
化
ゐ
叫
川
川
れ
悼

と
に
L
つ日、
.
状
態
け
剣
々
と
安
わ
り
.

思
わ
れ
と
こ
ろ
に
"
為
と
し
火
"
が
て

主
主
寸

意/
I市

qーム4 ・ -

' ~_Q;l 

々
か
で
ら
.
ト・
J

A

ドル
の
山
川
、
日

か
げ
の
池
山
町
、
怖
の
しし
タ
ど
は
.
け
附
聞

の
削
係
や
駄
の川

WW
で
・
峨
紡
し
や
せ
く

れ泊
っ
て
お
り
、
wmす
べ
り
や
ハ

ン
ド
ル

が
と
う
れ
る
と
い

っ
た
危
仲間
が
仲
ろ
か

ま
え
て
い
主
す
。

--
の
よ
今
必
州崎正
川
で
は
.山下・削
に
ス

ピ
ー
ド
会
本
と
す
な
ど
、

卜
分
に
・
花
忽

し
て
ト化
り
ま
し
t
う
。
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マ一

η
二
十
九

u
m午
後

一
時
1
三
時

マ
場
所
H
川
跡
公
民
館

マ
内
向
合
目「
成
人
捕
を
防
ぐ
拡
し
ん
」

A
晶状叫叫
ぴ
ス
ラ
イ
ド
(似
俄
M
W
)

※
い
ず
れ
の
日
む
向
血
陀
食
の
山
人
制
と

ぷ
食

(栄且
史
上
}

校
則
無
料

エ
プ
ロ
ン
と
健
雌
チ
般
会
ご
持
参
く

と
さ
い
.

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
種

康
相
麟

マ
一
月
ト
け
榊
午
前
十
時
・
ペ
ト
分
3
十

二
時

マ
内
容
自
助
ゃ
い
教
訓
川

「・
不
縫
行
冷
め
』

側
別
相
続
・
体
機

マ
一
月
二
十
四
日
附
ト
時
三
ト
分
3
ト

二
時

マ
内
谷

E
健
康
休
地
内
・
レ
ク
リ
ェ

1
シ

ヨ
ン

・
側
別
相
議

A
V

A
智弘
、

電

‘
 

E
 

G
 

魚;孝命~~然
c;:. C~e-c:r... ~.・2岳 山::a.. :r-r.ニ...-;

j 
4 

高
島

U
B
-
A
V
A
』
町.• 
3
 

du 

L
M
W
 

介紹脹.. 、
，B
・
'冒・
H

イ

(第64凶)
e
-nu
トh
占

t
λ
V
T
M
'
'a

冬
の
健
康
法

成
人
病
予
防
に
健
康

体
操
を
し
ま
し
ょ
う

人
生
じ
卜
余
年
と
む
は
り
占
す
と
.

健
機
で
K
巾
い
さ
し
た
い

b
の
で
す
ね
.

年
紛
を
杭
る
に
し
た
が
っ

て
.
成
人
制

と
い
ね
れ
る
船
胤
行
扶
仰
向
山
川
叱

心
臓
州
、山
H

・/
、
制
服
制
わ
ゆ
ど
が
多
く

党
刊
し
て
さ
ま
V
ω

へ，U
治
州市
阪
中
ド
h

b
似
体
が
あ
り
主
す
か
ら
、
ニ
れ
ら
の

・
同
%
に
な
ら
れ
悼
い
よ
う
に

J
H
か・勺

F

仰
す
る
努
力
制
合
し
似
け
れ
ば
な
ら
々

い
時
代
そ
む
か
え

.
Mや
市
で
む
.制陛

峨
づ
く
り
巡
動
を
波
間
し
て
い
ま
す
。

特
に
冬
則
川
は
.K
依
も
忽
く
.
官民
・い

の
で
家
に
と
じ
こ
も
り
巡
動
不
足
に
舶

が
を
か
け
、
そ
の
しし
に
食
欲
そ
そ
そ
る

よ
う
に
と
乙
明
美
味
し
い
食
事
会
と
り

肥
満
に
々
り
や
す
く
、
成
人
病
を
ひ
き

お
こ
す
放
出
に
も
な
り
ま
す

中
内
の
よ
う
タ
体
捕
刊
は
.
簡
単
で
議
に

で
む
山
米
ま

q
の
で
.
本
経
で
職
幼
で

公
民
館
で一

必
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
.

-:
F
a-
a
va
A
V
 

k b 

d 
j 也問的制約に広〈加し叫

でlëU火 /Jら警にかけ定自網忽どに入いる。~

G疋台風のあとに疋くさ~超伎に打ち上げられ

ることもある。刀イという名刀っし 3ている刀

h 実I(j.タコの仲間で別8カイタコとも呼ぼれる。

1¥ milëH~長3卸官に速し白色の沼い弓Pん1えのlJ

imっくりこの中山 時みふ{閃る日

膏efる。伐にttべfJileJ.iきわめてリδく1.句n定

今 らずでカもも符四い。毘協すぐ一般に食

R 周!こしない。 ~Ia.径とそのFらである。

? 魚の万~

A ①刀ンパチ シスノコ一戸刀ハナ

= ②イシナギ ヌヌイポーヌヨ

O
M
湖
水
山
川
N

午
的
卜
時
1
卜
一
時

三
十
分
ま
て

し〈
光
寺
公
民
館

0
.
月
十
八
け

ω
午
後

一
時
1
一て
時

ま

で

本

江

公

民

館

要

体

J呆

の

()-o-y回~Q・-!~

M5附 (gtZ)凱4附 (ZZZ)!抑制(怨怒)引 制(mg)M 1・.，

L b.: I~ J' A 
o 

私一
。

m~ ルイ'b-..血 告さる 省通b

1
月
の
休
日
診
療
医

判官1~: 1日11|ij;|;lu

?!??1111:[!?!?l!i 

(11月末現在}

(13) 

口人

初O.751W'

7.9klll 

12.7関戸

23.798人

25.558人

49.356人

の市

F債の荷積

海担軽自.

t量得豊富

人ロ(男)

(女)

針
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勤
労
青
少
年
の
た
め
の

一
九
七
九
年
新
春
つ
ど
い

勤
労
品
川
少
年
ホ
1
ム
で
は
、
新
し
い

年
を
迎
え

二

九
七
九
年
新
春
の
つ
ど

い
U

を
次
の
よ
う
に
聞
似
し
ま
す
。
働

く
M
H
少
年
凶
H
Kの
多
数
の
参
加
を
お
昨

今
し
て
い
ま
す
.

一
.
u時

・
月
ニ
ト

一
日
川

午
前
十
時
1
午
後
問
時

勤
労
背
少
年
ホ
l
ム
会
館

餅
っ
き

{試
食
)
成
人
の

悦
い
.
初
釜

{抹
茶
、

品川

茶
}
作
品
川
明
・一小
.
川
刷
物
会

(
ク
ラ
ブ
.
サ
ー
ク
ル
活
必

会
)
初
夢
揃
せ
ん
会
当

畠-

一
.
場
所

一.
内
容

市
消
防
本
部
で
は
.
一
月
六
日
午
前

九
時
三
ト
分
よ
り
.
村
本
小
学
校
に
お

⑧
 

い
て
、
判
例
の
州
防
山
初
式
合
行
令
い

よ
す
.
そ
れ
に
引
統
い
て
、

中
央
泌
り

で
の
分
刊
行
滋
、
附
叫
水
訓
練
の
あ
と
消

防
自
動
併
に
よ
る
市
中
行
進
を
実
地
し

ま
す
.

⑥ 

請
負
工
事
入
札
参
加
資
棉

書
官
申
消
主
又
け
付
け
歩
手

ー
受
付
一一

H
一
U
1
二
十
八
日
|

五
ト
四
年
度
に
い巾
が
行
う
建
設
工
恨

の
説
品
川
に
つ
い
て
.
次
に
よ
り
妓
争
入

札
参
加
資
併
存
食
の
山
叩
挑
を
受
け
付
け

去
す
か
ら
、

削
係
μ
口は
、
制
限
に
お
く

れ
わ
ゆ
い
よ
う
聞
係
A
似
品草
川提出
し
て
く

だ
さ
い
。

-v受
付
期
間

二
月

一
日
榊
1
二
刀
二

十
八
日
榊

-v受
付
場
所

市
総
務
課
行
政
係

く
わ
し
い
こ
と
は
、
行
政
係
に
お
た

ず
ね
く
と
3
ぃ。

宮
内
線
2
5
8

第
二
十
五
回

「
わ
が
家
の

家
計
簿
」
体
験
談
募
集

貯
寄
附
叩
強
中
少
、
安
H
H
A
耳
・
玉
川
陥
の
家
計

簿
体
験
談
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
@

ふ
る
っ
て
ご
応
綜
く
だ
古
」
い
.

-v
内
容
家
計
簿
を
つ
け
は
じ
め
た
動

機
や
記
帳
上
の
れ
心
地酬
な
ど
‘
京
社

簿
記
帳
に
閲
す
る
も
の
を
h

叫
ん
で
わ

自
由
に
必
い
て
く
だ
さ
い
.

V
阪
備
本
文
は
四
百
下
滋
原
稿

m紙

五
枚

{二
千
宇
)
以
内
応
抗
野
む
の

住
所
氏
名
械
業
年
紛
家
狭

一
町民、・ヌ

⑤

⑫

 

仲
川
偽
記
版
作
中
激
‘

な
お

.
M問
の
点
川
川
に

，家
計
鴨
川
体

験
談
」
と
明
記
の
よ
と
。

V
首鼎仙
米
州
間
五
十
四
年
二
川
二
十
八

日
付
土
砂で

'v
送
り
先
市
山
川
町
貯
帯
推
進
委
川
会

副
山
市
従
町
泌

一
|
一
.1
・
-

{北
隙
銀
行
本
山
内

M
本
銀
行
刈

山市
V
務
所
内

吉
野
・
川
縁
用
水
の
断
水
の

お
知
ら
せ

九胤
沖
農
地
H

仲
踏
切
れ
務
品
川
「
で
は
.
昨
年

八
川
拠
肘
前
線
袋
叫
に
よ
り
災
川
会
受

け
た
悶
『
川
川
サ
イ
ホ
ン

{早
川
川
↑

nm

巡
給
水
路
)
の
復
旧
工
事
会
実
地
し
ま

す
。こ

の
た
め
吉
野

・
川
練
用
水
そ
次
に

よ
り
断
水
し
ま
す
の
で
.

関
係
地
減
の
み
々
さ
ん
に
は
、
火
災

チ
防
警
に
ト
分
注
怠
く
だ
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
.

一、
朋
間
五
十
三
年
十
二
月
十

一
日
常

五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
零

ニ、
崎
行
渇
所
払
政
治
市
升
万
地
内

ベ
断
水
カ
ザ附円

十

Hn
川
サ
イ
ホ
ン
ド
流
令
回
開

届
恨
の
雪
お
ろ
し
は

電
話
線
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

屯
務
局
で
は
脇
口
さ
ま
に
.
屯
臼
泣
訴

の
ご
利
用
を
い
た
だ
く
た
め
.
純
一可則

の
泊
M
祉制
殺
の
点
検
倉

一
一
則
強
化
し
.

…

冬
の
踏
切
事
故
防
止
の
た
め
に
:
:
:

r

冬
山川
川
に
は
山
H
動
似
の
ス
リ
ッ
プ
.

…
脱
一
噴
き
の
た
め
、
断
切
一
下
一
般
の
多

一
党
が
心
配
さ
れ
ま
す
.
大
切
は
恨
ん
川

一
と
段
取
な
川同点聞
を
守
る
た
め
.
仏
、の

一
踏
切
安
全
川
崎
行
に
は
特
に
住
怠
し
て

日
く
だ
さ
い
.

一

万
.
・
け
動
恥
が
踏
切
-Kで
動
け
は

~
く
わ
悼
っ
た
・
υ、
す
ば
や
く
次
の
行
動

一
を
と
る
憾
に
日
ご
ろ
か
ら
心
川
市
け
て

一
お
き
た
い
も
の
で
す
.

一

υカ
ン
カ
ン
而
H
が
鳴
る
の
を
待
つ

一
て
か
ら
.
非
常
ボ
タ
ン
を
仰
す
の
で

f五二戸~
山
!
・

3
防
化
に
努
め
て
い
ま
替
が
.
u
m制

の
勺
お
ろ
し
唱ず
に
よ
る
屋
外
の
氾
ぷ
引

込
線
の
断
線
郎
官
が
、
例
年
の
ご
と
く

発
生
い
た
し
て
お
り
ょ
す
.

京
阪
の
彬
燥
地

W
で
脱
出
勺
の
滑
り

巡
ら
る
測
に
氾
Js引
込
線
が
あ
る
ぬ
A
H

は
.
雄
似
の
勺
お
ろ
し
等
に
.
特
に
‘

ご
住
惹
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
.
お
闘
い

い
た
し
ま
す
.

仙
川法
則
也
州
開
氾
叫
附
H
刈

(14) 

U
M品
1
1Eよ
す

t
よ
ず
押
し
て
く
ど

一

さ
い

J

h

ハ
げ
ボ
タ
ン
の
タ
い
所
で
は
党
え
ん

一

簡
を
使
っ
て
列
引
を
止
め
て
く
だ
さ

w

け
日
動
引
に
は
必
ず
党
え
ん
間
を

、

例
え
つ
け
る
.

附
ボ
タ
ン
告
仰
し
て
州
市
を
止
め
.
~

そ
の
た
め
品
開
案
免
れ
た
場
合
は
、

列
市
中
を
止
め
た
釧
W
4
4
は
不
要
と
な

り
ま
す
.

般
同
協
注
向
品
川
礼

00  踏切

し……一一一

1十む~~
x :.つど常
x，'よら上の

"'~:. <なの:ξ
'. 1平〈ボ I!

1";' しなタ
ーよ τるン
ニ山下 S を
三〉.さで
四 eぃ

11;陵町喝合U骨t二千唖ltI

t ，， ~包(1l' nl f

屯
気
配
線
無
料
診
断
の

お
知
ら
せ

一H
川市中
に
次
の
地
民
の
無
料
診
断
を

行
い
よ
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
C
ぃ
.

帥

町

村

本

町

水

広
町

本

町

新
払
川
川
‘
山
崎
成
手
町
金
洲
町

く
わ
し
い
こ
と
は
.
次
へ
ど
う
ぞ

財
問
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
前
山
支

部
爪
作
嚇
級
品
川

(新
合
同
氏

一

r
u北
陸

氾
力
側
魚
川
伸
材
業
所
内
)

従
話
U
1
1
6
5
5
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ご
み
の
収
集
に
ご
協
力
を

ご
み

を
仙
常
備
場
所
へ
出
さ
れ
る
と
さ

に
は
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
@

て

ご
み

は
、
収
仙即
日
の
印
刷
八
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
.

ニ
.
ご
み

は
、
収
集
日
以
外
は
絶
対
に

山
山
さ
れ
悼
い
で
く
だ
8
ぃ
.

三
、
ご
み

は
、
他
の
町
内
会
の
収
集
掲

所
へ
山
8
は
い
で
く
だ
さ
い
.

問
.
ご
み

は、

ナ
イ
ロ
ン
袋
X
は
・
凡
夫

な
内
合
総
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
.

五
十
四
年
度
聞
走
資
産

「
償
却
資
産
」
の
申
告
を

同
定
資
慮
税
の
納
M

悦
者
で
、
事
業
の

用
に
仙
ぼ
っ
て
い
る
資
産
を
所
有
し
て
い

る
方
々
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
伐
に
お

け
る
資
産
で
そ
の
所
夜
、

Mm叙
.
数
ほ

等
必
要
事
項
を
申
告
し
れ
怯
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
.

そ
の
申
告
期
限
は
、

e

九
十
問
年

一
日付

魚津善意銀行へのご寄付
(敬称略)

三
十
一
日
ま
で
で
す
.

該
当
者
に
は
別
途
地
知
惜
別
で
あ
り
ま

す
が
巾
此
口
則
限
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
.

住
宅
を
建
築
さ
れ
た
方
は

住
宅
用
地
の
申
告
書
を

作
用
住
少
む
を
岨
飢
制
さ
れ
た
k
H
は
、
そ

の
宅
地
に
深
川
悦
さ
れ
る
同
俗
資
派
悦
は

ニ
行
ヂ
ト
ね
い
川
ぷ
で
問
分
の

一
そ
れ
告
組

え
る
分
は
て
分
の

一
に
悦
滅
さ
れ
る
こ

と
に
は
り
ま
す
。

こ
の
中

ιmHnを
悦
山
さ
れ
h

ゆ
い
と
純

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
A
u
h
ゆ
い
と
さ
が

あ
り
去
す
の
で
ご
注
な
く
だ
さ
い
.

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
観
務
ぷ
資
虚

脱
係
内
線
2
2
8ま
で
、
ご
相
級
く
だ

εぃ。お
宅
の
電
気
配
線
は

安
全
で
す
か
?

。
臨
席
岡
崎
に
コ

l
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

引
き
抜
い
だ
り
傷
ん
だ
コ

1
ド
や
・
』

わ
れ
た
氾
公
務
日
バ
を
依
っ
て
い
る
と

感
従
や

W
屯
の
原
閃
と
な
り
ま
す
e

ご
他
州
中
の
氾
気
総
日
片
が
似
ん
だ

ら
氾
公
仁
悦
出
で
出
し
て
む
・つ
い
ま

し
ふ
う
.
北
陸
氾
力
側
九
削
…
山
営
業
所

H

刈
り
上
げ
金
を
全
額
寄
付

市
迎
婦
の
不
用
品
即
売
会

市
迎
合
財
人
会
が
、
市
内
の
家
縫
か

ら
山
出
さ
れ
た
よ
中
川
門
川
島z.
ワ
ゴ

ン
引
に

ニ
ト
台
分
会
低
行
ヒ
卜
人
の
人
が
二
日

が
か
り
で
鍛
邸
し
、
昨
年
十

一
川
l
八

uに
股
協
会
館
で
叩
必
し
志
し
た
.

そ
の
白
川
り
k
げ
金
の
ん
上
制

{凹
卜
じ

万
七
「
六
.h閉
l
・て
川
}
を
、
そ
っ
く

り
市
持
怠
削
航
行
を
泊
し
て
社
会
制
祉
制
F

叫
滑
に
役
ぷ
て
て
く
だ
さ
い
と
市
付
さ
れ

ま
し
た
.

ε人
ク
ラ
ブ
新
会
長
決
る

ir

品
川
川
市
民
乙
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
で
は
.

崎
よ
る
卜
:
パ
九
U
に
臨
時
一総
会
を
聞
3
.

齢

新
会
長
に
件
光
さ

八

三

帯一地
、
州判桝川

一一

線
之
氏
を
沼
山
山
し
ま
し
た
。

M

L
P
ガ
ス
の
保
安
点
検

-
R
 

斡

一
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ

ン

献

2
2装
備
を
保
安
点
検
殺
し
ま

白唱

す
の
で
.
ご
協
力
を
お
願
い
放
し
ま
す
-

a

魚
冷
地
区

1月31日

市県民税第4期分

a自11刻イド

納期限

L
L
H
-

一.l
u

-九・
ニ
.ぃ

紛
払
川
川
・

i
n
-一O
μ
.ド

紛
角
川
ニ
T
U
附・
7

い

ぶ
砂
町

一
…山内.ド

火
の
山
町

一
O
六
戸

点
検
に
は

.m山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
泌
保
安
占
…
倹
セ
ン
タ
ー
訓
t
u
H
H

が
州
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
A
H
わ
せ
く
だ
さ
い
.
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員

塚

昭和541f.1ηI 13先行広報うおっ-・あ/j:.たと 市政会むす，3;

史
跡

ふ
貝
塚
竃
蒸
の
d
m
d

• 

市
指
定
昭
和
二
+
七
年
四
月
一
日

所

在

魚

津
市
領
訪
町

富
山
眼
光

ハ
ス
中
央
通
句
下

-
u予
ニ
A
W

所
有
者
又
は
管
漫
者
大
泉
寺

ト
ベ
!製
品
取
山
げ
乃
ト
九
九
込
干

η
魚
川

1
J
I
--
F
H
4
4
1

t
j
ー

に
あ
ゐ
巴
肢
の
仰
て
あ
る
も
山川山町
…れ
の

I
H・一向
に
.「市川翁
小
川

ω
?
と
山、
り
札
て

い
る
こ
の
仰
は
附
必
が
、
巴
玖
州
北

に
持
辺
ん
で
い
た
小
川
会
、十
4
ι
FJ
主
り

市川リ
交
け
て
、
川
和
・

パ小

て

じ
ん
・九

年
)
仰
ιw.
ニ
の
小
川
会
仰
の
℃
そ
の

しし
じ
処
弘
し
た
む
の
で
あ
る

以
の
か入

山小
は
ふ
れ
似
の
俳
人
制
必
水
の
下
℃
め
る
の

な
れ
出唱
の
仙
川
に
‘

品川
翁
行
川
忌、

いれ

バ
ト
川
忌

.
4一.
h
M
A芯
を
記
念
し
て
、

仙
刊
の
俳
人
た
ら
が
紋
じた一・一
本
の
γ
れ

打川悼叫
が
山叫
ぶ
さ
れ
て
い
る

-人
明
時
代
.
芭
放
の
的
問
後
、
俳
風
は

一
時
叩
ぃ
治
し
て
い
た
が
、
位
向
…
へ
の
制限

怖
が
九
七
俳
怖
の
限
的
と
な
り
、
い
わ
ゆ

る
人
川
俳
仰
の
縦
か
し
い
勃
興
会
見
る

に
辛
いっ
た

.
μ蜘…u
q
M明
白
-
v
が
傑
出
し

た
俳
人
℃
あ
っ
た
が
、
魚
川
げ
の
俳
府
は

内
戊
米
魚
し
た
一一一
泊
仰
-NH
や
令
沢
の
制

hk水
に
指
川
す
』
れ
て
い
た
可

刑
事
は
刷
川
川
崎
小
輔
ら
八
郎
で.寸
魚

津
市
A

，U山L
の
ゆ引いれ
で
あ
り
、
向
山
民
が

同
人
主
に
術
作
し
た
と
伝
え
う
れ
て
お

り
.
川
に
は
洲
十
M
M
仰
山依
泌
Mm結
域
助

十

Mm川
℃
あリ
旬
。

れ仇
山
や小川・に
H
叫
す
る
主
の
本

澗
本
一
主
だ
・1W
)

仙川
あ
ら
す
附
の
柳
の
伏
の
瓜

間川
町
{円け
の
佼
}

H
W4
山
一や
ル
tR
か
は
く
作
の
瓜

A

削叶ゃれ.小
d
)

「
た
こ
あ
げ
L

。時

山

美
紀
子

魚
川
以
一
.保
山
川
川
山川リ
制相似川町

自

に
よ
あ
げ
は
、
行
か
心
以
わ

っ
て
い

る
決
し
い
あ
そ
び
の
.
つ
ご
J

-I
ど
む
込
は
.
山
山リ
亡
川M
M
川
、
仏門川帆

を
作
リ
、

そ
れ
に
川町
さ
ん
刷
物
や
γ
シ

汀
の
じ
合
川
さ
ま

L
た
舷
そ
し
こ
‘
そ

の
山
水
ば
え
に
尚
足
そ
』
ユ
」
:
た
e

}

た

ニ
あ
が
れ

.k
tで
あ
が
れ
」
と
秋
い
々

マ
編

集

子

A

続
し
い
年
金
迎
え
-Q

ぷ
た
年・
が
か

わ
る
。
こ
の
J
集
の
む
が
い
は
‘
泌
氏

か
ら
米
米
へ
と
冷
胡
叫
に
成
制
す
る
ら
の

と、

ど
こ
か
う
や
っ
て
く
る
の
か
、
山
川

分
の
山
需
を
侍
ら
か
全
酔
え
て
い
る
ぷ
米

へ
銚
附
す
ゐ
ぷ
年
一

年
ご
と
に
向
く
な
る
安
婦
化
社
会
、

食
糊
危
機
、
約
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

一
人

ひ
と
り
が
か
か
わ
り
あ
う
問
阻
と
し
て

関
心
を
深
め
た
い
.

が
ら
外
に
総
げ
山
し
て
い
主
主
し
た

・1
ど
eu
込
川

.
生
懸
命
必
コ
」
い
ゐ
の

で
す
が
、
れん
・』川崎川帆
ド山
県
ら
ず
忠
、ヮム

う
に
め
が
け
ょ
せ
ん
ご
し
た
。

「光
ル
!
.
た
・』小
さ
て
臥
い
っ
ぱ
い
あ

、，

B
B
3
t
a

t
-
‘

〉

f
.L
A
b
.6.
3
h
.九
人
h
t
J
」

「問
、
心
る
か
、hJ
一
祁
に
い
応
つ
亡
|

い
い
よ
っ
℃
い
‘
，

K
-U
縦
し一

T
h』

ん
ど
と
.
反
込
レ
一山
附h
M
し
亡
あ
げ
主
う

と

r
ゐ
-f

ひ
ら
の
っ
け
ん
告
変
え
た

り
M
m
m叫す
ゐ，

r
h叩U

Y

へ
あ
げ
わり
を
に
た

し
々
が
・り
川
俊
む
た
ニ
あ
げ
に
行
主
、
勺

刺
し
ζ

い
ま
し
た

ι
%
に
風
合
さ
り
‘
が
小
に
h

応
る
・十

ど
ら
の
安
川
、
ま
さ
に

?
十
ど
ら
は
同判

的
，ト

も
そ
の
む
の
で
す

ψ
F
M
U
か・っ
、
小
さ
は
地
械
か
ら
.
大

され
仙
un.会
へ
と
、
本
当
の
日
山
を
学
ぶ

市
民
で
あ
り
た
い
と
制
わ
ず
に
は
い
ら

L
c
・
。

J
K
L
 

広州慨
は
市
民
と
の
パ

f
ブ
で
あ
り
た

、.今
年
ら
ど
今
ぞ
よ
ろ
し
く
.
お
願
い

し
ま
す
。

印制/魚津印刷株式会社

魚
川
市
釈
泡
A
Y
一一
l
u
l佐
一
ザ

品川派市川
余
耐
広
制限
引
広
州
開
仏
総
係

宮
内
線
2
3
0n
市


